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令和４年度 公正入札調査会議議事概要

開 催 日 及 び 場 所 令和４年７月２５日（月） １５：３０～１７：３０

防衛省庁舎Ｄ棟７階第１会議室

委 員 会 長 楠 茂樹（上智大学法学部教授国際関係法学科長）

会長代理 中村 豪（東京経済大学経済学部教授）

委 員 植村 京子（深山・小金丸法律会計事務所弁護士）

(五十音順) 木下 誠也（日本大学危機管理学部教授）

五艘 隆志（東京都市大学建築都市デザイン部都市工学科准教授）

討 議 対 象 期 間 令和３年４月１日 ～ 令和４年３月３１日

討 議 対 象 件 数 ２，０７６件

１．入札結果の事後的・統計的分析結果について

項 目 建設工事、建設技術業務、管理工事、管理技術業務、部隊等工事、

部隊等技術業務について

意 見 ・ 質 問 回 答

○ 工種別の造園工事において、落札率が低 工事内容に不備があったということは確認さ

い傾向にあるが、品質の低下のような問題 れていない。

は生じていないのか。今後、対策を検討さ 引き続き、品質の低下といった問題が生じて

れるのか。 いないか注視してまいりたい。

○ 南西地域の島しょ部において、契約金額 南西地域の島しょ部の工事に関しては、ＷＴ

が大幅に増加している。地元企業と大手企 Ｏ基準額以上となる大型の工事が多く、そのよ

業の入札参加状況はどのようなものか。 うな工事については大手企業の参加が多い。

一方、付帯工事のような比較的小規模な工事

については、地元企業が参加し、受注している

状況である。

○ 南西地域の島しょ部において、契約件数 地元の作業員や、必要に応じ、島外からの作

が増加しているが、作業員の不足は生じて 業員で対応している。

いないのか。

報告事項 特になし。
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２．談合疑義案件の処理状況について

項 目 工 事 業 務 談合疑義案件報告数

談 合 情 報 ０ 件 ０ 件 ０ 件

点 検 結 果 疑 義 ０ 件 ０ 件 ０ 件

意 見 ・ 質 問 回 答

○ 報告案件なし

報告事項 特になし。

３．その他

項 目 (1) 地方防衛局の入札監視委員会における共通意見・提言等の報告

(2) 近畿中部防衛局において発生した官製談合事案について

意 見 ・ 質 問 回 答

(1) 地方防衛局の入札監視委員会における共

通意見・提言等の報告

○ 地方防衛局の入札監視委員会におい 企業の受注意欲向上に資する施策について検

て、一者応札に関する議論が見受けられる 討してまいりたい。

が、今後、対策を検討されるのか。

(2) 近畿中部防衛局において発生した官製談

合事案について

○ 今回の事案の発生を踏まえ、何らかの再 今回の事案を受け、何らかの再発防止策を講

発防止策を検討すべき。例えば、国土交通 じる必要性があると考えている。

省などでは、技術提案書と入札金額を同時 いわゆる、同時提出型については、既に試行

に提出させる方法を導入しているため、防 的に導入しているが、今後、適切に運用される

衛省でも導入の検討をすべきではないか。 よう指導してまいりたい。

○ 今回の事案に対する受注者へのペナルテ 受注者に対しては、既に指名停止措置を行っ

ィについて幅広く検討すべき。 ている。

今後の公判の状況も踏まえ、検討してまいり

たい。

報告事項 特になし。


